
数と式（1）

冨冨警≡曇≡…警≡還慧慧賢蓋琵蓋整≡芸書芸蓋≡喜曇… 
礎となるものが多く，問題によって解き方のパターンはみな違う。それらの基本的な手 

法を確実にマスターしてほしい。 
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116

15†5佃P

次の式を因数分解せよ。

（1）α∂（α－∂）＋∂C（あーC）＋Cα（C－α）

（2）∂C（∂2－C2）＋Cα（C2－α2）＋αみ（α2－∂2）

（3）ズ2十秒2＋4昭一餌－12ッ＋9

（4）4餌4－243

（5）β4＋カ2－2αカーα2＋1

『解答は「考え方と解答」31ページ

（岐阜女大）

（久留米大一文）

（福岡大一商）

（武蔵大一経済）

（札幌大一経済）

1）α∂Cキ0，α十∂＋C＝0，α2＋∂2＋C2＝1のとき，次の式の値を求めよ。

（i）∂C＋Cα＋α∂

（ii）α4＋∂4十C4

GiいZ（‡＋‡恒（‡＋‡ト（‡十‡） （阪南大一経済）

（2）α＋β＋γ－（βγ＋γα＋αβ）＝3，βγ＋γα＋αβ＋αβγ＝－2，α＋β＋γ－αβγ＝1

のとき，

α2十β2＋γ2＝［＝＝コ，α3＋β3＋γ3＝［：＝コ，根上γ）（γ－α）（α－β）巨□

（東京理大一理）

25

edu
日付印 (姓と名、和暦)
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∬ツZ＝1のとき，次の式の値を求めよ。

（1）拍ッ十方＋1）Z

（2）完議了十方寺缶十㍍孟子了 （日本社会事業大）

（1）整式∬3＋α∬2＋∂∬＋あー1が（ズー1）2で割り切れるならば，α＝［＝コ，あ＝［＝コであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近畿大一工）

（2）実数係数の2次の整式′（∬）＝∬2＋α∬＋∂があり，′（ズ2）は′（ズ）で割り切れるとする。

′（∬）を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名城大一理工）

（1）A＝ズ3＋α∬2＋∂∬＋C，β＝∬3＋d∬2＋β∬＋′の最大公約数がガ2＋2ズー3，最小公倍数が

ズ4－15芳2－10二r＋24のとき，α＝［＝コ，占＝［二二］，C＝［＝］，d＝［＝コである。ただし，

′＞0　とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拓殖大）

（2）整式′（∬）を芳4＋2ズ3＋5∬＋2で割ったときの余りは∬3－如2－11∬＋3で，

ズ2＋3ズ＋1で割ったときの商は2二r3十方2＋2ズー1であった。このとき

′（ガ）＝⊂コ方5＋ロ4＋⊂コが＋⊂コ芳2＋［二二五＋［＝］　　（慶大一環境情報）

（1）畑）＝忘＋一言壬㌃＋一差豆－のとき，

拍）2＝右左＋吉宗＋吉宗＋ 窟＋七吉＋三吉　（近畿大一理工）

（2）ズ2‾29打10意＋㌫（戊，占，Cは定数）のとき，α＝［］，C＝［］
ズ3＋8

（千葉工大）

（3）て㌻耶＝妄室＋品＋石等（A，月，Cは定数）のとき，A＋β－C＝［］

（神奈川大一工）

∬＋1で割ると－3余る整式′（ズ）が恒等式

∬5＋α芳3＋∂∬2＋C∬＝（ズー1）2′（∬）（α，占，Cは定数）

をみたすとき，α＝［＝コ，′（∬）＝［：＝］である。 （芝浦二大）

′（∬）は∬に関して3次の整式で，′（－2）＝0，′（－1）＝－6，′（1）＝0，′（2）＝6のとき，

′（0）＝［＝］である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪産業大一経済）
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5．数と式（1）

′（ズ）＝∬2＋α∬＋∂とする。〈′（∬））2を∬2＋1で割ると1余り，その商がすべての実数方に対

して正の値をとるとき，（α，∂）＝［＝コである。　　　　　　　　　　　　　　　（福岡工大）

α（αキ0），あ，Cを定数とし，ガの整式P（∬），Q（芳）をそれぞれ

P（∬）＝α∬2＋∂ズ＋C，0（∬）＝α〈P（∬））2＋ろP（ズ）＋C

とする。整式Q（∬）－P（∬）を整式P（∬）－∬で割った余りを求めよ。　　　（同志社大一商）

2nd如P 伊解答は「考え方と解答」33ページ

乃が正の整数であるとき，島＝α乃＋β花において，S＝1，品＝－1である。次の値を求め

よ。

（1）Sl＋53十55

（2）S乃＋S花．1＋S乃＋2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福井工大）

γを実数とし，変数ガ，クの2次式（γ十1）ズ2＋（デー1）ク2－2γが1次式の積に因数分解できる

ようなγの値をすべて求めよ。 （都立大一文系）

方の3次式

′（∬）＝α∬3＋（α2＋∂）ズ2＋（2（Z∂＋C）∬＋α2＋∂2－α

g（芳）＝αズ3＋（α2－8）ズ2＋（α一1）ズ＋C2－∂2

および方の2次式

ゐ（∬）＝∬2＋α∬＋∂

を考える。（α，占，Cは定数，αキ0）

′（ズ），g（∬）はともにゐ（∬）で割り切れるか，または，ともにゐ（∬）では割り切れないかのいず

れかであることを示せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大一理系）

′（∬）とg（∬）を2つの実数係数の多項式とする。

（1）′（ズ）十g（ズ），′（ズ）g（∬）をズ2十方十1で割ったときの余り、はそれぞれズー1，一3ガである。

このとき，′（∬）を∬2＋ズ十1で割ったときの余りは⊂コ芳＋［＝コまたはD十［＝］で

ある。

（2）さらに，／（∬），g（ズ）はともに3次式で，その最小公倍数が2∬4－ズ3＋ズ2－ズー1であると

すると，′（∬）＝⊂＝炉＋⊂二コr2＋⊂コ方＋⊂二コまたは′（ズ）＝⊂コ芳3＋⊂＝匿＋⊂コズ

＋［＝コである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（慶大一総合政策）

相異なる実数ガ，ク，Zが，∬（1－ツ）＝α，ツ（1－Z）＝α，Z（1－ズ）＝αをみたすとき，αの値を

求めよ。また，ク，Zをガの式で表せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富山大一理系）

27
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28

次の分数式が既約分数式でないような定数αの値を求め，そのときの分数式を約分せよ。

ズ3－αズ2＋12ズーα－3

∬3”（α十1）ズ2十16ズーα－6
（京大一法）

（1）実数α，あがα∂＝1をみたすとき，α十あの範囲を求めよ。

（2）αろC＝1なる3実数α，占，Cがある。（Z＋∂＋C＝∂C＋Cα＋α∂ならば，α，占，Cのうち

少なくとも1つは1に等しいことを示せ。

（3）また，このとき，α＋ろ＋Cのとる範囲を求めよ。　　　　　　　　　　　　　（神戸女大）

実数α，あに対し，′（ズ）＝ズ2＋αズ＋あ，g（∬）＝′げ（ズ））とする。

（1）g（ズ）－∵方は′（ズ）－∴方で割り切れることを示せ。

（2）g（♪）＝少かつ′（♪）キクをみたす実数少が存在するような点（α，∂）の範囲を図示せよ。

（京大一理系）

（1）恒等的にゐ（ズ＋1）＝ゐ（ズ）が成り立つような整式ゐ（ズ）をすべて求めよ。

（2）恒等的に′（ズ＋1）一乙r（方）＋′（ズー1）＝0が成り立つような整式′（ズ）をすべて求めよ。

（3）′（ズ）＝ズ2，ズ3のとき，′（ズ＋1）一乙r（∬）＋′（ズー1）をそれぞれ求めよ。

（4）′（ズ＋1）一乙r（∬）＋′（ズー1）＝餌＋4を恒等的にみたし，′（0）＝1，′（1）＝2をみたす整式

′（∬）を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都府医大）

α＜0，C＞0　として，2次関数′（ズ）＝α∬2十∂∬＋Cについて，次の問いに答えよ。

（1）′（ガ＋1）＋′（ズー1）一乙召∬）を計算せよ。

（2）ある数カについて，集合〈′（♪一1），′（♪），′（♪＋1））が集合〈カー2，少，♪＋2）と一致

しているとき，′（♪）＝β＋2を示し，このときのαの値を求めよ。

（3）少が整数で（2）の条件をみたし，さらに／（♪＋1）＝少，′（カー1）＝クー2　となっているとき，

占，Cおよび少の値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大一理系）

符は正の整数とする。乃次式∬花を2次式′（∬）＝∬2－α∬＋あで割った余りを侮∬＋S花とおく。

（1）すべての正の整数研，刀について，次の式が成り立つことを示せ。

侮＋乃＝侮S花＋㍍Sm＋α‰箱，Sm＋乃＝Smg乃－わ旋㍍

（2）（α－∬）花を′（∬）で割った余りを㌫ズ＋〟光　とおくとき，次の式が成り立つことを示せ。

㌫＝一㍍，‰＝α㍍＋ぁ　　　　　　　　　　　　　　（阪大一理系）



6．数と式（2）

数と式（2）

冨翫≡誓書…三軍蓋≡≡≡喜重宝喜警蓋芸≡≡冒…三……誉蔓≡喜蓋…喜≡彙羞蓋云羞≡ 
重ねにつきる。証明問題の多いのも特徴で，証明の書き方をくり返し練習することが必 

要である。 

15†如P
伊解答は「考え方と解答」36ページ

136

138

139

（1）整数の2乗を7で割った余りは0，1，2，4に限られることを示せ。　（日本犬一理工）

（2）整数5399の1の位の数を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自治医大）

（3）2進法の小数1．0111を10進法の既約分数に直せ。　　　　　　　　（近畿大一九州工）

遁二塁
ノ百十1
＝α＋ろノ百をみたす有理数α，あはα＝⊂＝］，∂＝［＝コ　　　（足利工大）

（2）ズ＝輌万，ツ＝輌万のとき，ズ3恒3＝［＝コ，ズツ＝［＝コであるから，∬＋サ＝［＝コ

となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪産業大一工）

（3）直9－8将が，整数αと絶対値が1より小さい実数あによってα＋あと表されるとき，

‡Wαの値を求めよ。

整数少，再こ対して♪0g＝♪（♪＋q）＋3を考える。

（1）α02＝18をみたすαを求めよ。

（5）∂0（∂。2）＝2をみたす∂を求めよ。

（学習院大一経済）

（成躁大一経済）

（1）200以下の自然数で，次の3つの条件をすべてみたすものを全部求めよ。

田　5の倍数である。

汀）4で割ると余りが2である。

桝　2つの平方数の和である。 （会津大）

（2）ある自然数を平方したとき，100の位以下（下3桁）が296であった。この自然数の100

の位以下を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（武蔵工大）

29
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144

145

（1）莞警芦が整数となるような整数ガの値をすべて求めよ0　　　（福井工大）

（2）2∬ツ＋ッー2ズ2＋ズー515＝0をみたす自然数の組（方，ツ）をすべて求めよ。

（立命館大一経済）

（1）ガター2ズー紗＝0をみたす自然数で，lズークトが最大になるのは∬＝⊂コ，ツ＝［＝］

（東海大一政経）

（2）2二r＋25J′＝1993をみたす整数ガ，タのうち，ガとッの差の絶対値が最も小さいものを求め

よ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お茶の水女大一理）

整数研，邦は等式3∽2＋28プ乃＋6クZ＋3＝0をみたしている。

（1）刑は3の倍数であって，6の倍数ではないことを証明せよ。

（2）この等式をみたす整数の組（刑，乃）のうち，死が正となるものをすべて求めよ。

（大阪市大一商・経済）

（1）ッが整数のとき，〆＋2は5で割り切れないことを示せ。

（2）5g2－2γ2＝4をみたす整数ガ，再ま存在しないことを示せ。　　　　　（都立大一文系）

自然数α，あが123456789＝（11111＋α）（11111－ろ）をみたしているとする。このとき，

（1）α－∂＞0であることを示せ。

（2）α－あは偶数であることを示せ。

（3）さらに，α一あは4の倍数であることを示せ。

（4）α一方＜10となるような組（戊，∂）をすべて求めよ。　　　　　　（信州大一理・経済）

（1）∬3－3の∬2＋（3乃2－1）ズー（が一乃）を国数分解せよ。

（2）刀を奇数とし，′（ズ）＝∬3－3の∬2＋（3乃2－1）ズとおく。どんな偶数刑に対しても′（椚）は

24で割り切れることを証明せよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茨城大一教育）

ズ2－8∬＋1が整数の平方となるように，ガの整数値を定めよ。　　　　　　（滋賀大一経済）
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6．数と式（2）

′（乃）＝乃（乃＋2）（乃＋4）とする。

（1）乃が正の奇数のとき，′（乃）と192との最大公約数を求めよ。

（2）刀が正の偶数のとき，′（乃）は48の倍数であることを示せ。

（3）乃が正の偶数のとき，′（乃）と192との最大公約数となりうる整数をすべて求めよ。ま

た，それぞれの整数について，その整数を与える邦の最小値を求めよ。　（成城大一法）

3桁の整数の，100の位，10の位，1の位の数をそれぞれα，占，Cとする。

α，占，Cがα＋C＝あ，α＞C＞0の関係をみたすとき，

（1）このような3桁の整数は何個存在するか。

（2）このような3桁の整数で2mカの形に表されるものを求めよ。ただし，桝は自然数，少は

3以上の素数である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（専修大一経済）

（1）自然数α，あはともに3で割ると1余る。このとき，積α∂も3で割ると1余ることを示

せ。

（2）3で割ると2余る自然数αの素因数のうち少なくとも1つは3で割ると2余ることを

示せ。

招テ＋ノ百一Jiラーパ膏

2Md如P

（京都教育大）

伊解答は「考え方と解答」39ページ

とすると，44＝⊂＝：］となる。

遣盲＋綱とすると，βよ。大きな最小の自然数は［コで，A≦Ⅳ≦月をみ

たす自然数〃は全部で［＝コ個ある。　　　　　　　　　　　　　　　　（日本大一農獣医）

10210

1010＋3

もよい。

の整数部分の桁数と，1の位の数字を求めよ。ただし，321＝10460353203を用いて

（東大一理科）

整数αは，十進法でα乃α乃＿1……α1句と表されている。（各α烏は0から9までの数字，ただし

最高位の数字‰キ0）

（1）αが十進整数99で割り切れるためには，β＝吼＋α1＋……＋α乃＿1＋α花が9で割り切れ，

かつγ＝吼－α1＋……＋（－1）花‾1（Z乃－1＋（－1）乃α刀が11で割り切れることが必要十分であ

ることを示せ。

（2）βを9で割ったときの余りが6，γを11で割ったときの余りが3であるとき，αを99

で割ったときの余りを求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立教大一理）

31
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153

154

155

156

157

158

159

（1）10の倍数ではない4桁の正の整数で，99で割り切れるものはいくつあるか。

（2）10の倍数ではない4桁の正の整数が99で割り切れるとき，この整数を逆の順序に並べ

かえた4桁の整数も99で割り切れることを示せ。　　　　　　　　　　　　（関西大一法）

自然数花の最大の素因数（約数のうち素数で最大のもの）を′（乃）とする。

（1）′（30）＝［＝コ，′（31）＝［＝コ，′（32）＝［＝コである。

（2）集合（′（如l30≦乃≦50）の要素の個数は口で，要素の最大値は［＝コ，最小値は［＝コ

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東海大＋海洋）

′（ズ）を2次式とする。もし，′（0），′（1），′（－1）が整数ならば，任意の整数乃に対して

′（弗）は整数であることを示せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京女大一文）

0＜α≦∂≦1をみたす有理数戊，あに対し，′（乃）＝α乃3＋∂犯とおく。このとき，どのような

整数刀に対しても′（乃）は整数となり，邦が偶数ならば′（乃）も偶数となるようなα，あの組を

すべて求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢大一理）

相異なる2つの素数少，留に対して，夕方2＋百方が整数となるような有理数ガをすべて求めよ。

（都立大一文系）

刀を正の整数とする。

（1）乃2と2才Z＋1は互いに素であることを示せ。

（2）乃2＋2が2ク‡＋1の倍数になる刀を求めよ。 （一橋大）

αを実数とする。次の2つの式を同時にみたす整数ガ，クがあるとき，αの値を求めよ。

2∬＋αツ＝0，（α＋2）ズーク＝4　　　　　　　　　　（信州大一理・経済）

2次方程式αズ2－ゐ∬＋3C＝0において，α，占，Cは1桁の自然数であり，2つの解α，βは1＜

α＜2，5＜β＜6をみたす。このとき，α，み，Cの値を求めよ。　　　　　　　　（京大一理）
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6．数と式（2）

乃を自然数とするとき，

（1）24を5で割った余りを求めよ0さらに，24花，24桝1，2頼2，24桝3のそれぞれを5で割った

余りを求めよ。

（2）14花＋24乃＋34乃＋44花が5で割り切れないことを示せ。

（3）乃が4の倍数でないとき，1乃＋2乃＋3乃＋4乃は5で割り切れることを示せ。（足利工大）

負でない整数の組鞄，萌，鞄，鞄が‰＋1＝‰3＋1（乃＝0，1，2）をみたすとき，次のことを示

せ。

（1）0≦乃≦2に対し，筋十1は2で割り切れる。

（2）範を9で割った余りは0，1，2のいずれかである。

（3）凡策鞄は18で割り切れる。 （阪大一理系）

自然数刀に対して乃以下の自然数でのとの最大公約数が1であるものの個数を′（乃）で表

す。

（1）′（12），′（13），′（16）を求めよ。

（2）桝が乃未満の自然数で，研とのの最大公約数が1であるとき，乃一肌と乃の最大公約

数も1であることを示せ。

（3）乃≧3のとき，′（乃）は偶数であることを示せ。　　　　　　　　（埼玉大一理工）

（1）研，符は肌＜乃をみたす自然数で，粥は卯の約数であるとする。このとき，刑は乃一別

（2日は素数，乃は♪＜摘みたす整数であるとする0為が整数になるのは，刀が折1

（3）‡＋‡＋‡＝1，α≦∂≦Cをみたす自然数。，占，。の組をすべて求めよ。（京都教育大）

（1）α，βを互いに素な正の整数とする。

（i）αズーβク＝0の整数解をすべて求めよ。

（ii）言＝α1＋

勉＋

亀十三

（α1，‥◆，屯は正の整数）と書けるとする0α1＋古を通

分してえられる分子α1‘ち偽＋α1＋偽を少，分母勉偽＋1を官とするとき，αす一郎の値を

求めよ。

（2）157ズー6秒＝3の整数解をすべて求めよ。 （早大一理工）
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